
く続件事り限るあ隊軍
んさトイラ・ンア ）　　　　　　　　（ 官交外元、佐大軍陸米元

スーピ・ーォフ・さンラテベ

義主地民植に景背
　軍隊による性暴力は年に米軍が沖

縄に上陸した直後から始まった。地上戦

が終わった後も、軍人・軍属による凶悪

な性犯罪は後を絶たず、米統治下で多く

の女性たちが傷つき、時には命を奪われ

た。復帰から年を経た今日も、軍隊に

よって女性たちの人権が脅かされる実態

は変わらない。戦後年、軍隊による性

暴力が一貫して続いている。

　「基地・軍隊を許さない行動する女た

ちの会」共同代表の高里鈴代さんは「戦

争が終わっても女性にとっては、新たな

戦争が始まった」と強調する。

　同会の調査によると、主に女性に関連

した女性暴行や殺人、放火などの犯罪は

年だけで件、年で件に上って

いる。連日のように女性たちが狙われ、

命を落とした。

　女たちの会は、表面化した事件はごく

一部とみる。復帰前は兵士が戦地に派遣

された時期に凶悪事件が増えた。特にベ

っナム戦時は毎年１～４人が殺害される

など残忍さが際立った。軍隊による性暴

力は復帰後も続く。県警によると年～

年末までに強姦（ごうかん）は

件発生し、人が摘発された。

　市民団体や研究者は、性犯罪の背景に

「構造的暴力」と植民地主何があると指

摘する。高里さんは「沖縄は広大な軍事

基地を抱え、軍人・軍属は日米地位協定

で特権を受けている。特権からもたらさ

れる暴力だ」と指摘。被害をなくすには

「米軍基地の撤去しかない」と強く訴え

ている。

　戦後の新聞紙面を振り返ると뙘戦後令もないころから米兵による女性への暴行事件が続発し뙘復

帰から年が経過した現在まで続いていることが分かる뙙年２月６日付のうるま新報땆現琉球

新報땇は뙘米兵による暴行事件の被害者に対し뙘泣き寝入りせず被害届を出すよう呼び掛ける警察

部長の談話を掲載した뙙米兵の性暴力が会に社会問題化していることが読み化れる뙙米軍基地によ

って人権が脅かされている現実は今も改善されないままだ뙙うるま新報뙘琉球新報の紙面から過去

に発生した事件の一部を紹介する뙙これは氷山の一角でしかない뙙

　軍隊の仕事は他者に対して暴力的にな

ることだ。暴力は時折、軍隊の外で行使

される。個人の問題を解決する手段とし

て暴力が使われるのだ。軍隊のある場所

で暴力が起きるのは各地で共通してい

る뙙軍隊がある限り事件は繰り返される뙙

　植民地主何的な考え方から、違う国で

は何をしてもよいと考える若い兵士もい

る。司令官は「こういうことをやっては

いけない땏と言い続けているが뙘理解しな

い人が多い뙙米国自体が땎自分たちは世不

でも特別なんだ땏と言い続けており뙘若い

兵士に悪い影響を及。している。

　力たちの情報では、米軍人の４人に１

人が性的被害に遭っている。その中には

男性に対する性暴力も含まれる。

　被害をなくす唯一の方法は軍隊を立ち

退かせることだ。日米地位協定の改定も

必要だ。軍人が滞在している国で罪を犯

した場合、その国の法廷で裁かれるよう

にすべきだ。日米地位協定は不平等であ

り、米国に有利になっている。今こそ地

位協定を改める機会だ。

（　２　）　　　　　　　　　２０１６年땆平成２８年땇６ 月１９日 　日曜日 　　　 第３種郵便物認可   


